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中谷先生を偲ぶ
石川常雄
中谷先生，先生御夫妻をお迎えして，喜寿の御祝いをにぎにぎしくいたしましたのは，
丁度，昨年の今頃でございました。それから僅か一年，散り急ぐ花を追われるかのよう
に，長い旅にお立ちになってしまわれ，今日このような形で再びぜミナ ル卒業生一同，
参集いたしましようとは思ってもみませんでした。まことに痛こんの極みでございます。
あまりに急のご計報にまだ先生の懐かしい思い出など思いおこす余裕もございません
が先生には四十有余年にわたってゼミナール学生のど教育をお続けになり， ど薫陶をう
けたゼミ生四百数十名に達しております。慈父という名がぴったりの本当におだやかな
お人柄でレらっしゃいました先生は，教室でり学生に対する真塾なご教導はもとより，
キャンパスのそとにおきましても，お正月，新学期，卒業と季節ごとのコンバ，夏のぜ
ミ旅行，信州1:木曽に長良川に，しばしば奥様ともども，人間味あふれる人生そりもの
のご指導を仰ぎえた次第でございます。その高速なご学殖には遠くおよびうるところで
はありませんが， 端を思い起こしますと， 戦前すでに「預金通貨の研究JI新金融理
論」の二名著が上梓され，戦後，昭和三十七年博士論文であります「通貨供給の理論」
となって葉大成されたのでございました。論争を好まれない和やかなお人柄ではござい
ましたが，磨きあげられたご自説のご主張はまことに力強く，他説にはご寛容ではいら
っしゃいましたが rきあ」と小首をかしげられますと， これは絶対に反対とのご意志
表示であると拝察しなければなりませんでした。
金融学会におきましてもその草分け的存在としてご尽力なさいましたのはもとより，
私ども弟子ーーといえる資格もないかと存じますが のご薫育に，時には秋霜りよう
な厳しいご叱正をいただいたものでございました。まだまだ新しい後輩りご指導を仰ぎ
たかったのに，もはやそれもかないませぬのはまことに痛こんり極みです。どうか先生
安らかにお休み下さい。いや， ときには私どもの夢枕にお立ちいただいて，今後もご叱
JEをお願いしたい気持でいっぱいでございます。
